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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイスの位置情報を取得する通信部と、
　前記デバイスの位置情報に基づいて、前記デバイスのユーザの進行方向の所定の範囲に
Out　Of　Home（ＯＯＨ）広告が含まれる場合には当該ユーザが当該ＯＯＨ広告と接触し
たと判定する制御部と、を有し、
　前記通信部は、所定の装置のログを取得し、
　前記制御部は、所定の期間において当該所定の装置の近傍に前記デバイスが存在するか
否かを判定し、存在する場合には当該所定の期間中の前記所定の装置のログを前記デバイ
スに関連付け、
　前記制御部は、前記所定の装置の近傍に前記デバイスが存在する期間において、インタ
ーネットを介して送受信されるオーディオコンテンツを前記ユーザが前記デバイスを用い
て聴取しながら前記所定の装置を利用していると判定することを特徴とする広告接触判定
システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記デバイスの位置情報の取得頻度が比較的低い場合には、前記ユーザ
のデモグラフィックデータに基づいて推定される進行方向に基づいて、前記ユーザが前記
ＯＯＨ広告と接触したと判定することを特徴とする請求項１に記載の広告接触判定システ
ム。
【請求項３】
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　前記制御部は、前記ユーザが乗った移動体内の混雑状況及び前記移動体内の前記ユーザ
の位置に基づいて、前記移動体内で前記ユーザが接触したＯＯＨ広告を判定することを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の広告接触判定システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記ユーザが乗った移動体内の混雑状況、前記移動体内の前記ユーザの
位置及び前記移動体内の前記ユーザの向きに基づいて、前記移動体内で前記ユーザが接触
したＯＯＨ広告を判定することを特徴とする請求項３に記載の広告接触判定システム。
【請求項５】
　前記制御部は、前記デバイスが操作中であるというログに対応する時間において、前記
ユーザが前記移動体内でＯＯＨ広告を見ていないと判定することを特徴とする請求項３又
は請求項４に記載の広告接触判定システム。
【請求項６】
　前記制御部は、前記デバイスのある位置の滞在時間に基づいて、前記ユーザの広告の視
聴態度を特定することを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記載の広告接触判
定システム。
【請求項７】
　デバイスの位置情報を取得する通信部と、
　前記デバイスの位置情報に基づいて、前記デバイスのユーザの進行方向の所定の範囲に
Out　Of　Home（ＯＯＨ）広告が含まれる場合には当該ユーザが当該ＯＯＨ広告と接触し
たと判定する制御部と、を有し、
　前記通信部は、所定の装置のログを取得し、
　前記制御部は、所定の期間において当該所定の装置の近傍に前記デバイスが存在するか
否かを判定し、存在する場合には当該所定の期間中の前記所定の装置のログを前記デバイ
スに関連付け、
　前記制御部は、前記所定の装置の近傍に前記デバイスが存在する期間において、インタ
ーネットを介して送受信されるオーディオコンテンツを前記ユーザが前記デバイスを用い
て聴取しながら前記所定の装置を利用していると判定することを特徴とする広告接触判定
装置。
【請求項８】
　コンピュータに、
　デバイスの位置情報を取得する手順と、
　前記デバイスの位置情報に基づいて、前記デバイスのユーザの進行方向の所定の範囲に
Out　Of　Home（ＯＯＨ）広告が含まれる場合には当該ユーザが当該ＯＯＨ広告と接触し
たと判定する手順と、
　所定の装置のログを取得する手順と、
　所定の期間において当該所定の装置の近傍に前記デバイスが存在するか否かを判定し、
存在する場合には当該所定の期間中の前記所定の装置のログを前記デバイスに関連付ける
手順と、
　前記所定の装置の近傍に前記デバイスが存在する期間において、インターネットを介し
て送受信されるオーディオコンテンツを前記ユーザが前記デバイスを用いて聴取しながら
前記所定の装置を利用していると判定する手順と、を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、広告接触判定システム、広告接触判定装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビ広告及びインターネット広告を総合的に管理することが検討されている。
このような構成によれば、ユーザが広告に接触する回数（フリークエンシーなどと呼ばれ
る）、広告に接触したユーザ数及び／又は割合（リーチなどと呼ばれる）などについて、



(3) JP 6720365 B1 2020.7.8

10

20

30

40

50

到達目標量を効果的に達成することが期待できる。
【０００３】
　１つの方法として、視聴者の端末を介してテレビ広告の視聴状況に関するアンケートを
実施し、当該アンケートの回答とウェブ広告の視聴履歴とに基づいて広告の配信効果を評
価する技術が提案されている（特許文献１）。
【０００４】
　また、家庭以外の場所で接触するメディアによる広告は、Out　Of　Home（ＯＯＨ）広
告、ＯＯＨメディアなどと呼ばれている。ＯＯＨ広告の例としては、交通広告、屋外広告
などがある。
【０００５】
　交通広告は、生活者が移動又は外出中に接触する媒体であり、特に生活者の通勤又は通
学経路にある交通広告は、反復して見られるため広告の効果が高い。交通広告は、移動体
（例えば、電車、バス、タクシーなど）内の中吊り／窓上／ドア横／ドア上／つり革広告
、車内ビジョン広告、駅構内の広告、車体広告などが挙げられる。屋外広告は、看板、ポ
スター、ステッカー、移動広告（例えば、アドトラック、アドバルーン、飛行船広告など
）が挙げられる。また、ＯＯＨ広告として、壁面などに設置されるディスプレイを用いた
デジタルサイネージ広告の利用も進んでいる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１７－７８９７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　以上述べたように、屋内及び屋外において、多種多様な広告に触れる機会がある。しか
しながら、各ユーザがどこでどのような広告に接触したかということを特定することは困
難であるという課題がある。この課題を解決しなければ、個別のユーザに対するターゲテ
ィング広告を好適に配信することができず、広告効果が低下するおそれがある。
【０００８】
　そこで本開示は、ユーザと広告との接触を好適に判定できる広告接触判定システム、広
告接触判定装置及びプログラムを提供することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本開示の一態様に係る広告接触判定システムは、デバイスの位置情報を取得する通信部
と、前記デバイスの位置情報に基づいて、前記デバイスのユーザの進行方向の所定の範囲
にOut　Of　Home（ＯＯＨ）広告が含まれる場合には当該ユーザが当該ＯＯＨ広告と接触
したと判定する制御部と、を有し、前記通信部は、所定の装置のログを取得し、前記制御
部は、所定の期間において当該所定の装置の近傍に前記デバイスが存在するか否かを判定
し、存在する場合には当該所定の期間中の前記所定の装置のログを前記デバイスに関連付
け、前記制御部は、前記所定の装置の近傍に前記デバイスが存在する期間において、イン
ターネットを介して送受信されるオーディオコンテンツを前記ユーザが前記デバイスを用
いて聴取しながら前記所定の装置を利用していると判定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本開示の一態様によれば、ユーザと広告との接触を好適に判定できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、一実施形態に係る広告接触判定システムの概略構成の一例を示す図であ
る。
【図２】図２は、一実施形態に係る広告接触判定方法のフローチャートの一例を示す図で
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ある。
【図３】図３Ａ及び３Ｂは、広告接触領域の一例を示す図である。
【図４】図４Ａ及び４Ｂは、広告接触領域の別の一例を示す図である。
【図５】図５Ａ及び５Ｂは、デバイス１０の移動経路を考慮した広告接触判定の一例を示
す図である。
【図６】図６は、路線単位の時間帯別混雑状況の一例を示す図である。
【図７】図７は、車両内のユーザの位置の区分と、当該車両において提供される広告の位
置と、の一例を示す図である。
【図８】図８Ａ及び８Ｂは、車両内のユーザの位置に応じた視認可能な広告の一例を示す
図である。
【図９】図９Ａ－９Ｃは、車両にユーザが乗った（又は乗っている）時間帯及び車両内の
ユーザの位置に基づいて、当該ユーザが車両内で接触した広告を判定する一例を示す図で
ある。
【図１０】図１０は、一実施形態に係るデバイスの機能構成の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、一実施形態に係るデバイスなどのハードウェア構成の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本開示の実施形態について添付図面を参照して詳細に説明する。以下の説明では
、同一の部には同一の符号が付される。同一の部は名称、機能などが同じであるため、詳
細な説明は繰り返さない。
【００１３】
（広告接触判定システム）
　図１は、一実施形態に係る広告接触判定システムの概略構成の一例を示す図である。図
１に示す広告接触判定システム１は、デバイス１０、装置２０、広告接触判定装置３０な
どを含む。
【００１４】
　デバイス１０は、ユーザ（生活者）が携帯するデバイスであり、例えば、移動通信端末
である。デバイス１０は、携帯電話、スマートフォン、タブレット型端末、パソコン（pe
rsonal　computer）などであってもよい。つまり、本開示におけるデバイス１０は、通信
デバイスで読み替えることができる。
【００１５】
　デバイス１０は、ユーザの操作によりブラウザなどのアプリケーションを実行してもよ
い。デバイス１０は、インターネット広告、インターネットラジオなどを受信してもよい
。
【００１６】
　装置２０は、当該装置２０に対応するログを取得、記録又は収集し、判定装置３０に送
信する装置である。装置２０は、テレビ（Television（ＴＶ））、移動体（例えば、自動
車、ドローン）、家電、ロボットなどであってもよい。つまり、装置２０は、移動体であ
ってもよいし、移動体の中に搭載されてもよいし、移動しなくてもよい（例えば、デバイ
ス１０のユーザの家に設置されてもよい）。装置２０は、複数名（例えば、デバイス１０
のユーザの世帯内メンバ）によって利用され得る。
【００１７】
　装置２０に対応するログは、テレビ視聴ログ、車両の走行ログ、家電の使用履歴（例え
ば、冷蔵庫の開閉履歴、電子レンジのタイマーの履歴）などであってもよい。装置２０に
対応するログは、イベントが発生した時刻に対応するタイムスタンプ（時間情報）、当該
装置２０に対応するInternet　Protocol（ＩＰ）アドレスなどを含んでもよい。以下、装
置２０に対応するログを、単に装置２０のログとも呼ぶ。
【００１８】
　ここで、テレビ視聴ログは、放送視聴ログ、視聴履歴、パネルデータなどと呼ばれても
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よい。テレビ視聴ログは、視聴された番組情報、視聴されたコマーシャル（Commercial　
Message（ＣＭ））などに関する情報を含んでもよい。
【００１９】
　テレビ（テレビ受像機）は、地上波放送、放送衛星（Broadcasting　Satellite（ＢＳ
））放送、通信衛星（Communications　Satellite（ＣＳ））放送、インターネット放送
（インターネットテレビ）などの少なくとも１つを受信する機能を有する装置であっても
よい。例えば、テレビは、多機能テレビ、スマートＴＶ、ＩＰ　ＴＶ、セットトップボッ
クスなどであってもよい。
【００２０】
　なお、放送は、公衆によって直接受信されることを目的とする電気通信の送信を意味し
、無線放送、インターネット放送などを含んでもよい。
【００２１】
　広告接触判定装置３０は、デバイス１０のユーザの広告接触状況の判定に関する処理を
行う装置である。広告接触判定装置３０は、以下、単に判定装置３０とも呼ぶ。
【００２２】
　判定装置３０は、デバイス１０の位置情報、装置２０のログなどを受信、管理、収集、
分析などしてもよい。判定装置３０は、デバイス１０又は装置２０から直接これらを受信
してもよいし、他の装置を経由して受信してもよい。
【００２３】
　判定装置３０は、デバイス１０を介して提供されるインターネット広告（ウェブ広告、
デジタル広告などと呼ばれてもよい）、装置２０を介して提供される広告（テレビ広告な
ど）、ＯＯＨ広告その他の広告に、デバイス１０のユーザがいつどこでどうやって接触し
たか、ということを判定してもよい。
【００２４】
　なお、広告は、例えば、テキスト、画像（静止画像、動画像）、音声、その他のメディ
ア又はこれらの組み合わせにより構成されてもよい。広告は、Data　Management　Platfo
rm（ＤＭＰ）、Demand　Side　Platform（ＤＳＰ）、その他のアドサーバなどを用いて配
信されてもよい。
【００２５】
　アドサーバは、特定の企業（例えば、Ｔｗｉｔｔｅｒ（登録商標）社、Ｆａｃｅｂｏｏ
ｋ（登録商標）社など）が提供するApplication　Programming　Interface（ＡＰＩ）（A
ds-API）を利用する配信サーバであってもよい。また、アドサーバは、オンライン動画広
告を配信する動画広告配信サーバであってもよいし、テレビ受像機向けに広告を配信する
Content　Management　System（ＣＭＳ）であってもよい。
【００２６】
　デバイス１０、装置２０、判定装置３０などは、有線及び無線（例えば、Long　Term　
Evolution（ＬＴＥ）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）など）の少なくとも一方を介して、ネッ
トワーク（インターネットなど）と通信してもよい。なお、デバイス１０及び装置２０は
、ルータを介して外部ネットワークに接続されてもよいし、直接外部ネットワークに接続
されてもよい。
【００２７】
　デバイス１０は、当該デバイス１０の位置情報を、判定装置３０に送信してもよい。当
該位置情報は、位置情報を取得した時刻に対応するタイムスタンプ（時間情報）、当該デ
バイス１０に対応するＩＰアドレスなどを含んでもよい。装置２０は、当該装置２０のロ
グを、判定装置３０に送信してもよい。
【００２８】
　デバイス１０など各装置の機能構成及びハードウェア構成の一例については、後述する
。
【００２９】
　なお、当該システム構成は一例であり、これに限られない。例えば、各装置は、図１で
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はそれぞれ１つずつ含まれる構成としたが、各機器の数はこれに限られず、複数存在して
もよい。広告接触判定システム１は、一部の装置を含まない構成を有してもよいし、１つ
の装置の機能が複数の装置により実現される構成を有してもよい。複数の装置の機能が１
つの装置により実現される構成を有してもよい。
【００３０】
（広告接触判定方法）
　本開示の一実施形態に係る広告接触判定方法について、以下で説明する。各広告接触判
定方法は、上述の広告接触判定システムに適用されてもよい。
【００３１】
　図２は、一実施形態に係る広告接触判定方法のフローチャートの一例を示す図である。
【００３２】
　判定装置３０は、装置２０のログを取得する（ステップＳ１０１）。なお、判定装置３
０は、デバイス１０の位置情報を取得してもよい。なお、本例では同じユーザが保有する
１組のデバイス１０及び装置２０について説明するが、これに限られない。判定装置３０
は、多数の異なるデバイス１０の位置情報、多数の異なる装置２０のログなどを受信して
もよく、図２のステップは、これらのデバイス１０及び装置２０の任意の組み合わせに対
して試行されてもよい。
【００３３】
　判定装置３０は、所定の期間において当該装置２０の近傍にデバイス１０が存在するか
否かを判定する（ステップＳ１０２）。
【００３４】
　装置２０の近傍にデバイス１０が存在することは、ステップＳ１０１において取得した
デバイス１０の位置情報、装置２０のログなどから判断（なお、本開示において、判断は
、判定、特定などと互いに読み替えられてもよい）されてもよい。例えば、装置２０の近
傍にデバイス１０が存在することは、以下の少なくとも１つによって判断されてもよい：
（１）デバイス１０及び装置２０が互いに接続される、
（２）デバイス１０及び装置２０の距離が一定以下である、
（３）デバイス１０及び装置２０のＩＰアドレスが同じである。
【００３５】
　つまり、上記所定の期間は、これらの（１）－（３）の少なくとも１つの条件が満たさ
れる期間のことを意味してもよい。ステップＳ１０２の所定の期間は、装置２０の動作中
に限定されてもよいし、動作中でないときを含んでもよい。本開示の「近傍」は、一定以
下の距離（例えば、１メートル、２メートル、１０メートルなど）にあることを意味して
もよいし、上記（１）－（３）の少なくとも１つの条件を満たすことを意味してもよい。
【００３６】
　上記（１）の接続は、有線接続を含んでもよいし、特定の通信方式を用いた無線接続を
含んでもよい。当該特定の通信方式は、ペアリングを利用する方式であることが好ましく
、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）であってもよい。上記（１）の場合、デバイス
１０及び装置２０の少なくとも一方は、接続された（又は接続している）相手に関する情
報、特定の方式で接続されたことを示す情報などを、判定装置３０に対して送信してもよ
い。
【００３７】
　例えば、デバイス１０及び装置２０がスマートデバイスリンク（登録商標）などの手法
を用いて接続される場合、デバイス１０は、装置２０は車であると推定してもよく、車で
ある装置２０と接続されたことを示す情報を判定装置３０に送信してもよい。
【００３８】
　上記（２）の距離は、デバイス１０及び装置２０の位置に基づいて導出されてもよい。
デバイス１０及び装置２０の位置は、位置情報によって特定されてもよい。本開示の位置
情報は、例えば、緯度及び経度の少なくとも一方を含んでもよいし、ある建物（又は場所
）へのチェックイン及びチェックアウトの少なくとも一方の情報を含んでもよい。



(7) JP 6720365 B1 2020.7.8

10

20

30

40

50

【００３９】
　本開示の位置情報は、Global　Positioning　System（ＧＰＳ）などの測位システムを
用いて得られる情報を含んでもよい。本開示の位置情報は、デバイス１０又は装置２０が
接続する基地局（又はアクセスポイント）の情報、デバイス１０又は装置２０のＩＰアド
レスなどを含んでもよい。
【００４０】
　本開示の位置情報は、デバイス１０、装置２０及び屋内外に位置するセンサ、カメラな
どを用いて得られる情報（例えば、画像）に基づいて取得されてもよい。例えば、判定装
置３０が取得したある駅におけるカメラの画像に、デバイス１０が写っている場合には、
判定装置３０は、当該デバイス１０が当該画像の撮影時刻において当該駅に位置すると判
断してもよい。屋内外に位置するセンサ、カメラなどは、固定的に設置されてもよいし、
ドローン、車両のような移動体に搭載されてもよい。
【００４１】
　デバイス１０及び装置２０の少なくとも一方は、自分の位置情報、他方の位置情報及び
他方との距離の少なくとも１つを、判定装置３０に対して送信してもよい。
【００４２】
　また、デバイス１０及び装置２０の少なくとも一方の位置は、判定装置３０に対して事
前に登録されてもよい。例えば、判定装置３０は、装置２０について事前に所定の住所が
登録されている場合、装置２０の位置は当該所定の住所であると想定してもよい。
【００４３】
　上記（３）について、例えば、デバイス１０及び装置２０が同じルータに接続する場合
には、外部から（すなわち判定装置３０から）見えるデバイス１０及び装置２０のＩＰア
ドレスは、通常同じになる。したがって、同じＩＰアドレスを有するデバイス１０及び装
置２０は、近い位置にあると想定してもよい。
【００４４】
　デバイス１０及び装置２０の少なくとも一方は、自分のＩＰアドレス及び他方のＩＰア
ドレスの少なくとも１つを、判定装置３０に対して送信してもよい。
【００４５】
　上記所定の期間において当該装置２０の近傍にデバイス１０が存在すると判断された場
合（ステップＳ１０２－Ｙｅｓ）、判定装置３０は、上記所定の期間中の当該装置２０の
ログを、当該デバイス１０（ひいては、デバイス１０のユーザ）に関連付けてもよい（ス
テップＳ１０３）。
【００４６】
　装置２０の動作中のログとデバイス１０のユーザとの関連づけは、デバイス１０に関す
るＩＤを用いて行われてもよい。以下、当該デバイス１０に関するＩＤは、モバイルＩＤ
とも呼ぶ。
【００４７】
　モバイルＩＤは、デバイス１０のＩＰアドレス、デバイス１０のMedia　Access　Contr
ol（ＭＡＣ）アドレス、デバイス１０に配信される広告ＩＤに関する情報、デバイス１０
のウェブアクセスログ、デバイス１０のＳＩＭカード固有番号（電話番号でもよい）、ユ
ーザ固有のＩＤ番号（例えば、通信事業者との契約時に付番されてもよい）などのデバイ
ス１０を特定する情報の少なくとも１つを含んでもよく、広告識別子（広告Identifier（
ＩＤ））特定情報などと呼ばれてもよい。
【００４８】
　ここで、広告ＩＤは、ユーザによってオプトアウト可能な、匿名かつ一意な広告配信用
の識別子（広告に関する識別子）であってもよい。例えば、広告ＩＤは、デバイス１０に
インストールされるアプリケーションから取得される識別子であってもよく、例えば、An
droid　Advertising　ID（ＡＡＩＤ）、Identification　For　Advertisers（ＩＤＦＡ）
、クッキー（Ｃｏｏｋｉｅ）などの少なくとも１つを含んでもよい。
【００４９】
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　なお、Ｃｏｏｋｉｅは、ブラウザごとにそれぞれ異なるＩＤであってもよい。広告ＩＤ
は、クッキー情報などと呼ばれてもよい。本開示において、Ｃｏｏｋｉｅ及びクッキーＩ
Ｄは、互いに読み替えられてもよい。
【００５０】
　判定装置３０は、装置２０のログと、当該装置２０の近傍にあるデバイス１０のモバイ
ルＩＤが関連するという情報（対応関係）を記憶してもよい。なお、モバイルＩＤととも
に又はモバイルＩＤの代わりに、ユーザに関するＩＤ（ユーザＩＤ）が関連付けられても
よい。ユーザＩＤは、例えば、ユーザのメールアドレス、所定のアカウントのＩＤなどで
あってもよい。
【００５１】
　また、装置２０のログとともに又は装置２０のログの代わりに、装置２０に関するＩＤ
が関連付けられてもよい。装置２０に関するＩＤは、装置２０のＩＰアドレス、ＭＡＣア
ドレス、装置２０に紐付けられたアカウントのＩＤ、装置２０のシリアル番号、装置２０
の動作に必要な媒体（カードなど）のＩＤなど、装置２０を特定できる情報の少なくとも
１つを含んでもよい。
【００５２】
　なお、あるタイミングで装置２０の近傍に存在すると判定されるデバイス１０の数は、
所定の閾値以下に制限されてもよい。上記（１）－（３）の少なくとも１つの条件を見た
すデバイス１０が複数存在する場合、条件を満たすデバイス１０から選択されたデバイス
１０を、装置２０の近傍に存在するデバイス１０であると決定してもよい。このデバイス
１０の選択は、上記（１）－（３）のうち満たした条件が多い順に決定されてもよいし、
デバイス１０及び装置２０の距離が近い順に決定されてもよい。
【００５３】
　例えば、装置２０が設置される家にデバイス１０を持ったユーザが３名おり、これらの
３つのデバイス１０（デバイス１０－１、１０－２、１０－３と呼ぶ）及び装置２０のＩ
Ｐアドレスが同じであるケースを考える。このケースにおいて、例えばデバイス１０－１
のみが装置２０に接続されている場合、判定装置３０は、装置２０の近傍にデバイス１０
－１が存在すると判断し、当該装置２０のログを当該デバイス１０－１に関連付けてもよ
い。
【００５４】
　また、同じケースにおいて、このケースにおいて、例えば装置２０との距離が最も近い
のがデバイス１０－３である場合、判定装置３０は、装置２０の近傍にデバイス１０－３
が存在すると判断し、当該装置２０のログを当該デバイス１０－３に関連付けてもよい。
【００５５】
　判定装置３０は、ステップＳ１０３の関連付けに基づいて、装置２０のログをユーザご
とのログ（個人ログ、個別ログなどと呼ばれてもよい）に分離してもよい（ステップＳ１
０４）。ステップＳ１０３によれば、あるタイミングにおいて装置２０を利用しているユ
ーザが、近傍のデバイス１０のユーザと同じであると判断できるためである。
【００５６】
　なお、上記所定の期間において当該装置２０の近傍にデバイス１０が存在すると判断さ
れた場合（ステップＳ１０２－Ｙｅｓ）、判定装置３０は、上記所定の期間において当該
デバイス１０（ひいては、デバイス１０のユーザ、デバイス１０のモバイルＩＤに対応す
るユーザ）が、当該装置２０が設置される屋内（例えば、家）に存在する（在宅している
）と判断してもよい。
【００５７】
　また、上記所定の期間において当該装置２０の近傍にデバイス１０が存在すると判断さ
れた場合（ステップＳ１０２－Ｙｅｓ）、判定装置３０は、装置２０の近傍にあるデバイ
ス１０のユーザが、上記所定の期間において当該装置２０を用いて提供された広告に接触
したと判定してもよい。
【００５８】
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　なお、ある屋内に異なる複数の装置２０（例えば、テレビと電子レンジ）が存在する場
合、少なくとも１つの装置２０についてデバイス１０との関連付けが行える場合は、判定
装置３０は、他の装置２０についても当該デバイス１０との関連付けを適用してもよい。
【００５９】
　以上説明した一実施形態によれば、例えば、モバイルＩＤに基づいて装置２０のログの
分離、ユーザの在宅判定などを好適に実施できる。
【００６０】
＜所定のデータとの連携＞
　上述のステップＳ１０４におけるログの分離は、ステップＳ１０３の関連付けに加えて
、他の情報を考慮して行われてもよい。当該他の情報は、パネルデータ（例えば、所定の
調査対象者について代表性があるパネルデータ）に該当することが好ましく、例えば、テ
レビ視聴率調査者によって管理される視聴率を含んでもよい。
【００６１】
　視聴率は、所定の世帯（例えば、調査協力世帯）の装置２０（例えば、テレビ）に接続
された所定の測定機器によって得られた視聴履歴のデータから算出されてもよい。視聴率
は、世帯視聴率と、所定のターゲット（所定の属性に該当するユーザ）ごとの視聴率（個
人視聴率）と、の少なくとも一方を含んでもよい。
【００６２】
　ここで、属性（個人属性）は、マーケティングの分野で用いられる性・年齢別区分（Ｍ
１－Ｍ３層、Ｆ１－Ｆ３層、Ｃ層、Ｔ層）であると想定するが、これに限られない。
【００６３】
　判定装置３０は、図２のステップにおいてユーザが家に在宅していると判定され、上記
視聴履歴のデータに基づいてこの家において特定の属性（Ｍ１など）のユーザが装置２０
（テレビ）を高い確率で視聴していると導出された場合、当該特定の属性のユーザがほぼ
確実にテレビを視聴していると判定してもよい。
【００６４】
　判定装置３０は、図２のステップにおいてユーザが家に在宅していると判定され、上記
視聴履歴のデータに基づいてこの家においてユーザ（又は特定の属性のユーザ）が装置２
０（テレビ）を低い確率で視聴していると導出された場合、当該ユーザ（又は特定の属性
のユーザ）は在宅しているだけでテレビを視聴していないと判定してもよい。
【００６５】
　判定装置３０は、図２のステップにおいてユーザが家に在宅していないと判定された場
合、ＰＭの結果に関わらず、当該ユーザがテレビを視聴していないと判定してもよい。
【００６６】
　以上説明した一実施形態によれば、所定のデータに基づいて装置２０の使用状況、ユー
ザの在宅判定などをより高精度に判定できる。
【００６７】
＜在宅していないときのＯＯＨ広告接触判定＞
　判定装置３０は、装置２０の近傍にデバイス１０が存在しない（又は検出できない）（
ステップＳ１０２－Ｎｏ）期間においては、当該デバイス１０のユーザが在宅していない
と判断してもよい。判定装置３０は、この期間（不在期間、外出期間などと呼ばれてもよ
い）において、ＯＯＨ広告と当該ユーザとの接触（視聴、認識など）を判定してもよい（
ステップＳ１０５）。例えば、判定装置３０は、不在期間におけるユーザがどのようなＯ
ＯＨ広告にどこで何回接触したか、といったことを判定してもよい。
【００６８】
　なお、本開示の「デバイス１０のユーザが在宅していない」は、「装置２０の近傍にデ
バイス１０のユーザ（又はデバイス１０）がいない」と互いに読み替えられてもよい。
【００６９】
　判定装置３０は、デバイス１０の位置情報がある地点の近傍にある場合に、ユーザが当
該ある地点の広告（例えば、サイネージ）に接触したと判断してもよい。判定装置３０は
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、デバイス１０の位置情報がある地点を含む所定の範囲を示す場合に、当該デバイス１０
がある地点の近傍にあると判断してもよい。
【００７０】
　当該所定の範囲は、広告接触領域、広告視聴領域などと呼ばれてもよい。広告接触領域
の形状は、上空から俯瞰した場合に丸、四角形、三角形など任意の形状であってもよい。
広告接触領域の形状は、例えば頂点の座標（緯度、経度など）に基づいて特定されてもよ
い。判定装置３０は、広告接触領域の情報を受信、設定などされてもよい。
【００７１】
　判定装置３０は、多種多様な広告接触領域を設定されてもよい。図３Ａ及び３Ｂと、図
４Ａ及び４Ｂと、は広告接触領域の一例を示す図である。これらの図は、上空から俯瞰し
た図である。
【００７２】
　図３Ａは、広告接触領域が、地上の駅の広告（サイネージなど）の周辺に設定される場
合を示す。判定装置３０は、図３Ａのような広告接触領域に入ったユーザが、当該広告と
接触したと判定してもよい。
【００７３】
　図３Ｂは、広告接触領域が、地下鉄駅の地上出入り口の周辺に設定される場合を示す。
判定装置３０は、図３Ｂのような広告接触領域に入ったユーザが、当該地下鉄駅に設置さ
れる広告（サイネージなど）と接触したと判定してもよい。
【００７４】
　図４Ａは、広告接触領域が、３つの区（Ｘ区、Ｙ区、Ｚ区）にまたがる路線（Ｗ線）沿
いに設定される場合を示す。図４の広告接触領域は、駅を除く線路上のみに設定されても
よいし、駅及び線路を含むように設定されてもよい。判定装置３０は、図４Ａのような移
動体の移動経路の広告接触領域に入ったユーザが、当該移動体に設置される広告（サイネ
ージなど）と接触したと判定してもよい。
【００７５】
　以下、本開示の実施形態において、移動体が電車（車両）である例を示すが、これに限
られず、移動体はバス、タクシー、船、飛行機などであってもよい。つまり、本開示の車
両は、他の移動体で読み替えられてもよい。
【００７６】
　図４Ｂは、広告接触領域が、２つの地下鉄駅（Ａ駅、Ｂ駅）のそれぞれの地上出入り口
の周辺に設定される場合を示す。判定装置３０は、図４Ｂのような一方の駅の広告接触領
域に入ったユーザが、所定の期間（例えば、１日）内に他方の駅の広告接触領域から出た
場合、これらの地下鉄駅に設置される広告、及びこれらの２つの駅を結ぶ地下鉄内の広告
と接触したと判定してもよい。
【００７７】
　なお、あるユーザが広告に接触したか否かは、ある期間内に広告接触領域に入った回数
に基づいて判断されてもよい。例えば、判定装置３０は、ある路線に対応する広告接触領
域のどこかに１回でも入ったユーザが、当該路線の車両内で提供される広告と接触したと
判定してもよい。判定装置３０は、ある路線に対応する広告接触領域に２か所以上入った
ユーザが、当該路線の車両内で提供される広告と接触したと判定してもよい。判定装置３
０は、ある路線に対応する広告接触領域に１週間で１０回以上入ったユーザが、当該路線
の車両内で提供される広告と接触したと判定してもよい。
【００７８】
　なお、車両内の広告接触判定については、より詳細に後述する。
【００７９】
　判定装置３０は、特定の条件を満たす（例えば、１日２回以上かつ１週間に４日以上、
ある路線に対応する広告接触領域に入った）ユーザは、通勤又は通学で当該路線を利用し
ていると判定してもよい。判定装置３０は、通勤又は通学で当該路線を利用しているユー
ザは、当該路線の車両内で提供される広告と接触したと判定してもよいし、他のユーザ（
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通勤、通学以外の理由で当該路線を利用したユーザ）に比べて異なる広告効果を想定して
もよい。
【００８０】
　判定装置３０は、ある路線のいくつかの駅の出入り口において習慣的に広告接触領域に
含まれるユーザは、当該路線の定期的な利用者である又は当該路線付近に住んでいると判
定し、当該路線の車両内で提供される広告と接触したと判定してもよい。また、判定装置
３０は、週に複数回、ある駅の広告接触領域に含まれ、特定の路線内で広告接触領域に入
っていないユーザは、他の路線（例えば、上記特定の路線とは異なる、当該駅を通る別の
路線）のユーザであると判定してもよい。
【００８１】
　なお、本開示において、位置情報の代わりに、又は位置情報とともに他の情報（例えば
、ユーザが利用した交通機関（任意の移動体）のログ、ドローンの撮影画像など）が広告
接触領域の判定のために用いられてもよい。
【００８２】
　判定装置３０は、デバイス１０の位置情報の代わりに又は位置情報に加えて、デバイス
１０の移動経路及び当該デバイス１０のユーザの向きの少なくとも一方を考慮して、当該
デバイス１０のユーザのＯＯＨ広告の接触判定を行ってもよい。
【００８３】
　図５Ａ及び５Ｂは、デバイス１０の移動経路を考慮した広告接触判定の一例を示す図で
ある。
【００８４】
　図５Ａは、判定装置３０が、図示される広告周辺におけるデバイス１０の位置情報とし
て、Ａ地点及びＢ地点を取得したケースに対応する。Ａ地点の位置情報に紐づく時刻が、
Ｂ地点の位置情報に紐づく時刻より時間的に前である場合、判定装置３０は、これらの時
刻間において当該デバイス１０がＡ地点からＢ地点に移動したと判断してもよい。また、
判定装置３０は、これらの時刻間において当該デバイス１０のユーザがＡ地点からＢ地点
に向かう方向を向いていると判断してもよい。
【００８５】
　判定装置３０は、これらの時刻間において当該デバイス１０のユーザがＡ地点からＢ地
点に向かう方向を向いていると判断してもよい。判定装置３０は、当該デバイス１０のユ
ーザは図示される広告に接触したと判断してもよい。仮にＡ地点の位置情報に紐づく時刻
が、Ｂ地点の位置情報に紐づく時刻より時間的に後である場合、判定装置３０は、デバイ
ス１０がＢ地点からＡ地点に移動し、当該デバイス１０のユーザは図示される広告に接触
しなかったと判断してもよい。
【００８６】
　判定装置３０は、デバイス１０のユーザの進行方向の所定の範囲に、ある地点の広告が
含まれる場合に、当該ユーザが当該広告と接触したと判定してもよい。例えば、デバイス
１０の位置情報がある地点の近傍にあり、かつ、当該デバイス１０のユーザの向きが当該
ある地点の広告（例えば、サイネージ）の方向を向いている場合に、当該ユーザが当該広
告に接触したと判断してもよい。なお、ある方向を向いていることは、当該ある方向から
所定の閾値（例えば、±２０度など）のずれを含む方向を向いていることを意味してもよ
い。
【００８７】
　当該進行方向の所定の範囲は、例えば視界で読み替えられてもよい（以下、単に視界と
表記する）。なお、判定装置３０は、ユーザの視界を、当該ユーザのデモグラフィックデ
ータ（例えば、年齢、性別、居住地、家族構成、職業）などに基づいて推定してもよい。
【００８８】
　図５Ｂは、判定装置３０が、図示される広告周辺におけるデバイス１０の位置情報とし
て、Ａ地点のみを取得したケースに対応する。デバイス１０の位置情報の取得頻度が低い
（例えば、１５分に１回など）場合には、このように広告周辺で取得される位置情報の数
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が少ないことが考えられる。
【００８９】
　判定装置３０は、Ａ地点の位置情報にあるデバイス１０のユーザがどの方向に移動する
かを、例えば当該ユーザのデモグラフィックデータに基づいて推定してもよい。図５Ｂの
例では、Ａ地点の位置情報に対応するデバイス１０のユーザが２０歳男性である場合に、
Ａ地点から北に直進する確率が１０％、Ａ地点から東に進む確率が９０％であることを示
している。この場合、判定装置３０は、Ａ地点の位置情報に対応するデバイス１０のユー
ザが２０歳男性である場合には、北に直進する１０％の確率で図示される広告に接触する
と判断してもよい。
【００９０】
　判定装置３０は、デバイス１０の位置情報の取得頻度が比較的高い場合には、図５Ａの
ように位置情報に基づいて導出される移動経路を用いて広告接触判定を行ってもよいし、
デバイス１０の位置情報の取得頻度が比較的低い場合には、図５Ｂのように推定される移
動経路を用いて広告接触判定を行ってもよい。
【００９１】
　以上説明した一実施形態によれば、デバイス１０のユーザについて、外出中に接触する
ＯＯＨ広告を好適に判定できる。
【００９２】
＜車両内の広告接触判定＞
　車両内の広告を見たか否かについては、従来、アンケート調査などの手段を用いて収集
されていた。しかしながら、より簡便な手法による車両内の広告接触判定が求められてい
る。
【００９３】
　座席、通路などが空いている場合には視認できる車両内の広告であっても、位置によっ
ては、車両内の混雑状況に応じて見えづらく又は全く見えなくなることがある。また、混
雑状況によっては、広告を見る以外のことができなくなり、広告の効果が高まることがあ
る。本発明者らは、これを考慮して車両内の高精度な広告接触判定方法を着想した。
【００９４】
　判定装置３０は、車両にユーザが乗った時間帯、車両内のユーザの位置、車両内のユー
ザの向きなどに基づいて、当該車両内で当該ユーザが接触した広告を判定してもよい。
【００９５】
　判定装置３０は、路線ごとに、時間帯別の混雑状況をあらかじめ導出してもよい。判定
装置３０は、路線の利用者へのアンケート、車両又は駅に設置されるセンサの測定結果、
路線の利用者が持つデバイス１０において取得された情報などに基づいて、当該路線の混
雑状況を取得してもよい。ここで、当該デバイス１０において取得された情報は、例えば
、通信速度であってもよい。判定装置３０は、通信速度が遅い時間帯は混雑していると判
断してもよい。
【００９６】
　混雑状況は、混雑度に関する指標（乗車率など）で表されてもよいし、当該指標に基づ
いて特定される混雑レベル（混雑区分）によって表されてもよい。混雑レベルは、混雑度
、密集率などと呼ばれてもよく、例えば混雑している「混雑」（例えば、乗車率１００％
以上）、座席は埋まっているが通路は空きがある「通路空」（例えば、乗車率３０－７０
％）、座席及び通路に空きがある「座席通路空」（例えば、乗車率３０％未満）などが定
義されてもよい。
【００９７】
　図６は、路線単位の時間帯別混雑状況の一例を示す図である。本例では、４時台－２５
時台におけるＸ路線及びＹ路線の混雑度が示されている。例えば、混雑度５０以上を「混
雑」、混雑度３０以上を「通路空」などと定義すると、Ｘ路線では早朝、昼、深夜以外の
時間帯はほぼ「混雑」になる。一方、Ｙ路線では７－９時台、１８時台、２１時台が「混
雑」になる。
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【００９８】
　判定装置３０は、路線の車両ごとに、ユーザの位置と視認可能な広告（媒体）との関係
をあらかじめ導出してもよい。判定装置３０は、路線の車両、ユーザの位置、混雑度など
に基づいて、ユーザが広告をいくつ視認可能かを判断してもよい。図７は、車両内のユー
ザの位置の区分と、当該車両において提供される広告の位置と、の一例を示す図である。
図８Ａ及び８Ｂは、車両内のユーザの位置に応じた視認可能な広告の一例を示す図である
。
【００９９】
　図７の例では、ユーザの位置の区分が７つ（領域Ａ－Ｇ）表示され、４つの広告（窓上
広告１つ、中吊り広告２つ、ドア広告１つ）が表示されている。簡単のため、進行方向に
向かって右側のシートのユーザの位置の区分は省略している。
【０１００】
　図８Ａ及び８Ｂは、それぞれ上述の通路空時及び混雑時における、図７の例の各区分に
対応するユーザが視認可能な、各広告の数を示している。‘０’はその広告が視認不可能
であることを意味する。なお、本例では２つの中吊り広告の内容は同じと想定しているた
め、２つの中吊り広告両方を視認可能な場合でも、広告の数は‘１’と表示している。
【０１０１】
　立っている人については、通路空時の場合、一定範囲の広告（視野に入る広告）は視認
可能であると想定されてもよい。立っている人については、混雑時の場合、一定範囲の広
告（視野に入る広告）の窓上広告及び中吊り広告であれば視認可能だが、ドア広告は他人
がその前に立っているため視認不可能と想定されてもよい。
【０１０２】
　シートに座っている人については、通路空時の場合、一定範囲の広告（視野に入る広告
）は視認可能であると想定されてもよい。シートに座っている人については、混雑時の場
合、一定範囲の広告（視野に入る広告）の中吊り広告であれば視認可能だが、進行方向に
向かって反対側の窓上広告及びドア広告は、他人が前に立っているため視認不可能と想定
されてもよい。
【０１０３】
　図８Ａ及び８Ｂにおいて、立っている人に該当する区分Ａ及びＢは、窓上広告及び中吊
り広告を視認可能であると示されている。立っている人に該当する区分Ｃは、通路空時に
は全ての広告を視認可能だが、混雑時にはドア広告が視認不可能になることが示されてい
る。区分Ｇにおいては、立っている人もシートに座っている人も窓上広告は見えない。
【０１０４】
　なお、本開示における車両内の位置の区分の分け方や、混雑状況と視認可能性との対応
付けについては、これらの例に限定されない。また、本開示の実施形態は、「視認可能で
ある／不可能である」を、広告を認知できる／できない、広告に注目できる／できないな
どで読み替えた実施形態を含んでもよい。例えば、判定装置３０は、路線の車両、ユーザ
の位置、混雑度などに基づいて、ユーザが広告にどれくらい注目したかを判断してもよい
。
【０１０５】
　判定装置３０は、あるユーザが視認可能な広告について、混雑度が比較的高い場合には
当該ユーザは当該広告をしっかり見ている可能性が高く、混雑度が比較的低い場合には、
当該ユーザは当該広告をしっかり見ていない（つまり、見ているつもりでも内容を理解し
ていない、広告対象を認知していない、など）と判断してもよい。ユーザが広告をしっか
り見るか否かに関する指標は注目度、視聴態度、視聴質などと呼ばれてもよく、判定装置
３０は、路線の車両、ユーザの位置、混雑度などに基づいて、車両内のユーザの広告への
注目度、広告の効果などを判断してもよい。
【０１０６】
　図９Ａ－９Ｃは、車両にユーザが乗った（又は乗っている）時間帯及び車両内のユーザ
の位置に基づいて、当該ユーザが車両内で接触した広告を判定する一例を示す図である。
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本例では、図６のＹ路線を想定し、当該Ｙ路線の車両におけるユーザの位置に応じた視認
可能な広告は、図８Ａ及び８Ｂに示されるとおりであると想定する。また、ユーザ１から
ユーザ４の４名について、平日９時台－１１時台の広告接触を判定する例を示す。なお、
車両にユーザが乗った時間帯は、ある期間（例えば、１か月）にユーザが乗った時間帯に
該当してもよい。
【０１０７】
　まず、判定装置３０は、車両に各ユーザが乗った時間帯を取得する。判定装置３０は、
車両に各ユーザが乗った（乗っている）時間帯を、広告接触領域に基づいて判断してもよ
い。例えば、判定装置３０は、図４Ａのような車両の移動経路の広告接触領域に入ってい
るユーザは、当該広告接触領域に入っている期間中、車両に乗っていると判定してもよい
。
【０１０８】
　また、判定装置３０は、図４Ｂのような一方の駅の広告接触領域に時刻Ａに入ったユー
ザが、所定の期間（例えば、１日）内に他方の駅の広告接触領域から時刻Ｂに出た場合、
時刻ＡからＢの間、これらの２つの駅を結ぶ車両に乗っていると判定してもよい。
【０１０９】
　判定装置３０は、各時間帯において車両に乗ったユーザの位置を取得する。判定装置３
０は、車両内のユーザの位置（例えば、何番目の車両のどのあたり（前方、中央、後方な
ど））を、当該ユーザへのアンケート、車両又は駅に設置されるセンサの測定結果、当該
ユーザのデバイス１０において取得された情報などに基づいて取得されてもよい。
【０１１０】
　例えば、車両に設置されるビーコンが、近傍のデバイス１０又は判定装置３０に対して
、当該ビーコンが設置される車両の情報、車両内の座標の情報、近くのドアに関する情報
などの少なくとも１つを送信してもよい。デバイス１０は、ビーコンから受信した情報（
タイムスタンプを含んでもよい）を、判定装置３０に送信してもよい。
【０１１１】
　図９Ａは、車両にユーザが乗った時間帯及び車両内のユーザの位置を示す。ユーザ１は
９時台に区分Ａ、１０時台に区分Ｂ、１１時台に区分Ｃの位置に乗車したことがあると示
されている。ユーザ２は１０時台に区分Ａ、１１時台に区分Ｆの位置に乗車したことがあ
ると示されている。ユーザ３は９時台に区分Ｄの位置に乗車したことがあると示されてい
る。また、ユーザ４は１０時台に区分Ｇの位置に乗車したことがあると示されている。
【０１１２】
　図９Ｂは、図６のＹ路線の混雑度から導出した各時間帯の混雑レベルを示す。９時台は
混雑、１０時台及び１１時台は通路空に該当する。
【０１１３】
　図９Ｃは、図８Ａ、８Ｂ、９Ａ及び９Ｂを合わせて考慮した各ユーザの窓上広告との接
触有無の判定結果を示す。ユーザ１は、９時台、１０時台及び１１時台のいずれでも窓上
広告が視認可能だったので、窓上広告接触ありと判定される。ユーザ２は、１０時台にお
いて窓上広告が視認可能だったので、窓上広告接触ありと判定される。
【０１１４】
　ユーザ３は、９時台のＤでは窓上広告が視認不可能だったので、窓上広告接触なしと判
定される。ユーザ４は、Ｇでは窓上広告が視認不可能だったので、窓上広告接触なしと判
定される。
【０１１５】
　なお、判定装置３０は、路線ごとの、各媒体（窓上広告、中吊り広告など）についての
リーチを、調査したユーザ全体に対する当該媒体の接触者の割合を用いて算出してもよい
。媒体に応じて、時間帯が考慮されてもよい。
【０１１６】
　デバイス１０は、車両内のユーザの向きに関する情報を、判定装置３０に送信してもよ
い。当該情報は、デバイス１０に搭載されるセンサ、車両に搭載されるカメラなどに基づ
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いて取得されてもよい。判定装置３０は、当該情報に基づいて、デバイス１０のユーザの
車両内の向きを推定し、広告接触の判定に利用してもよい。
【０１１７】
　例えば、図８Ａ及び８Ｂに示した視認可能な広告の数は、ユーザの位置だけでなくユー
ザの車両内の向きを考慮して特定されてもよい。
【０１１８】
　以上説明した一実施形態によれば、デバイス１０のユーザについて、車両内で接触する
広告を高精度に判定できる。
【０１１９】
＜インターネットラジオ＞
　ユーザは、在宅時、移動時などにおいて、デバイス１０を介してインターネットラジオ
を聴取してもよい。判定装置３０は、デバイス１０からインターネットラジオの聴取ログ
を受信してもよく、当該インターネットラジオの聴取率、及び当該インターネットラジオ
にて流れる広告の効果の少なくとも一方を判定してもよい。
【０１２０】
　ここで、本開示におけるインターネットラジオは、電波を用いた通常のラジオ放送（地
上波ラジオとも呼ばれる）と同一の内容をインターネットで配信するＩＰサイマルラジオ
、オーディオコンテンツ（例えば、新聞社の記事読み上げ、オーディオブックなど）を含
んでもよい。つまり、本開示のインターネットラジオは、インターネットを介して送受信
される任意のオーディオコンテンツ（オーディオを含むコンテンツであれば、オーディオ
以外の要素が含まれてもよい）で読み替えられてもよい。
【０１２１】
［デモグラフィックの偏り補正］
　判定装置３０は、デバイス１０を介したインターネットラジオの聴取ログに基づいて、
地上波ラジオの聴取率、及び当該地上波ラジオにて流れる広告の効果の少なくとも一方を
判定してもよい。
【０１２２】
　なお、インターネットラジオのユーザは、地上波ラジオのユーザに比べて若年化してい
るなどの偏りがあると考えられる。このため、判定装置３０は、インターネットラジオの
ユーザのデモグラフィック（性年代・地域）が地上波ラジオのユーザのデモグラフィック
と同様の構成割合になるように、収集した複数のデバイス１０のインターネットラジオの
聴取ログから無作為抽出を行ってもよい。
【０１２３】
　また、判定装置３０は、上記無作為抽出したインターネットラジオの聴取ログに基づい
て、擬似的なユーザについての地上波ラジオの聴取ログを作成してもよい。このようにす
ることによって、上記偏りを補正して、インターネットラジオの聴取傾向からラジオにお
ける聴取傾向を推定できる。
【０１２４】
［ながら聴取］
　インターネットラジオを含むラジオにおいては、ユーザが何かしながら聴取行動を行う
（「ながら聴取」とも呼ぶ）ことができ、それが１つのメディア特性となっている。判定
装置３０は、デバイス１０を介したインターネットラジオの聴取ログに基づいて、当該デ
バイス１０のユーザの「ながら聴取」の内容を分析してもよい。判定装置３０は、インタ
ーネットラジオのながら聴取と、ラジオとのながら聴取との違いを分析し、補正してもよ
い。
【０１２５】
　判定装置３０は、デバイス１０の位置情報、聴取ログなどに加えて、装置２０のログを
利用して、「ながら聴取」の内容を分析してもよい。例えば、判定装置３０は、上述した
ように、装置２０の近傍にデバイス１０が存在すると判断される期間は、当該装置２０を
利用する「ながら聴取」を行っていると判定してもよい。一例として、判定装置３０は、
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インターネットラジオを聴取するデバイス１０が装置２０とスマートデバイスリンクなど
によって接続している場合、当該デバイス１０のユーザが車両を用いて移動中又は運転中
であると判定してもよい。
【０１２６】
　判定装置３０は、デバイス１０の位置情報（例えば、ＧＰＳの位置情報）、聴取ログ（
例えば、聴取番組、局、聴取時刻、曜日、オペレーティングシステム、使用端末など）を
説明変数として、各「ながら聴取」の内容を目的変数として分類、予測などを行ってもよ
い。
【０１２７】
　「ながら聴取」の内容は、聴取と同時に行われる具体的な行動内容（「ながら行動」と
呼ばれてもよい。例えば、勉強、移動など）を含んでもよいし、「ながら行動」に関する
いくつかのパラメータに対応付けられてもよい。例えば、当該パラメータは、ユーザが聴
取中に静止しているか移動しているかを示す情報（ステータスと呼ばれてもよい）を含ん
でもよい。当該パラメータは、ユーザがどの場所で聴取しているかを示す情報（プレース
と呼ばれてもよい）を含んでもよい。
【０１２８】
　例えば、ステータスが「静止」の場合、プレースとしては「在宅」、「オフィス、学校
」、「店舗（カフェなど）」などが候補として想定されてもよい。ステータスが「移動」
の場合、プレースとしては「公共交通機関」、「運転」、「徒歩」などが候補として想定
されてもよい。
【０１２９】
　判定装置３０は、上記「ながら聴取」の特定と上述の無作為抽出後のサンプルに対して
補正を行うことで、インターネットラジオ又はラジオの広告のリーチ、フリークエンシー
などの指標を算出してもよい。
【０１３０】
［ながら聴取ごとのＫＰＩへの貢献度の評価］
　広告については、当該広告によって達成されるゴールの達成を評価するために、広告効
果を示す指標（例えば、Key　Performance　Indicator（ＫＰＩ）、Key　Goal　Indicato
r（ＫＧＩ）など）が用いられる。例えば、ＫＰＩとして、認知、購買意向、サイト来訪
、申込み、実店舗来訪、実購買などが挙げられる。以下、広告効果を示す指標をＫＰＩと
して説明するが、これに限られない。
【０１３１】
　ラジオ、インターネットラジオなどにおいては、例えば移動中に聴取することによる実
店舗送客へのリーセンシー効果などが期待できる。このため、上述のながら聴取ごとに、
ＫＰＩに対しての効果が定量的に測定されることが好ましい。以下、ながら聴取とながら
行動は互いに読み替えられてもよい。
【０１３２】
　判定装置３０は、フリークエンシーを考慮して各ＫＰＩに対しての到達率を算出し、当
該到達率に広告のリーチユーザ数を掛け合わせることで、ながら聴取が各ＫＰＩに対して
どれだけ寄与したか（寄与度）を分析してもよい。あるＫＰＩに対しての到達率（ＫＰＩ
到達率）は、当該ＫＰＩへの到達者数を広告接触者数で割った値であってもよい。あるＫ
ＰＩの寄与度は、ＫＰＩ到達率×リーチ数で求められてもよい。
【０１３３】
　例えば、上述したステータスが「静止」かつプレースが「在宅」のながら聴取について
は、ＫＰＩのうち「認知」についてはＡ％貢献、「購買意向」についてはＢ％貢献、など
が求められてもよい。
【０１３４】
　判定装置３０は、ながら聴取ごとのＫＰＩへの寄与度に基づいて、ながら聴取を考慮し
た効率的な広告出稿を制御してもよい。
【０１３５】
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［テレビ視聴、ＯＯＨ広告接触との統合］
　判定装置３０は、装置２０のログ、ＯＯＨ広告接触の判定結果などを考慮して、インタ
ーネットラジオの「ながら聴取」の分析を詳細に行って、装置２０に提供される広告、Ｏ
ＯＨ広告などと、インターネットラジオ／ラジオによって提供される広告との相乗効果を
検証してもよい。例えば、上述した「ながら聴取」のプレースは、緯度／経度、建物の名
前（又は地名）の少なくとも１つを含んでもよい。
【０１３６】
　以上説明した一実施形態によれば、インターネットラジオに関して効率的に広告出稿枠
における露出、ＫＰＩに対する貢献度などが導出できるため、広告の効果をより高めるよ
うに調整できる。
【０１３７】
　なお、本開示のインターネットラジオ（又はラジオ）は、「ながら行動」を伴って視聴
又は聴取できるような別のメディアで読み替えられてもよい。例えば、インターネットラ
ジオは、音楽又は動画のストリーミング配信で読み替えられてもよい。
【０１３８】
＜その他＞
　なお、判定装置３０は、デバイス１０の状態（ログ）に基づいて、ユーザが装置２０の
視聴又はＯＯＨ広告の視聴を行っていないと判断してもよい。例えば、デバイス１０が操
作中であることを示すログに対応する時間帯は、当該デバイス１０のユーザは当該デバイ
ス１０を見ており、装置２０の電源がついていても、当該ユーザは装置２０を視聴してい
ないと判断されてもよい。
【０１３９】
　また、デバイス１０が操作中であるログに対応する時間帯は、当該デバイス１０のユー
ザは当該デバイス１０を見ており、車内広告を視認できる位置にいたとしても、当該ユー
ザは当該車内広告を見ていないと判断されてもよい。
【０１４０】
　また、上述の各実施形態において、一部のステップは省略されてもよい。例えば、所定
の期間において装置２０の近傍にデバイス１０が存在するか否かの判定（ステップＳ１０
２）を判定装置３０が行わない場合であっても、ユーザのＯＯＨ接触判定が行われてもよ
い。
【０１４１】
　また、上述の各実施形態において、判定装置３０がユーザの各種判定（例えば、ＯＯＨ
広告接触判定、車両内の広告接触判定）を行う例を説明したが、これに限られず、デバイ
ス１０その他の装置が判定を行って、判定結果を判定装置３０に送信してもよい。例えば
、デバイス１０が広告接触領域に関する情報を把握している場合、自ら取得した位置情報
に基づいてＯＯＨ広告に接触したか否かを判断し、判定装置３０に対してＯＯＨ広告に接
触した位置、時間などに関する情報を送信してもよい。
【０１４２】
　なお、判定装置３０は、デバイス１０の速度、デバイス１０の位置、デバイス１０のあ
る位置の滞在時間、デバイス１０のユーザの向き（例えば、正面の方向）、デバイス１０
のユーザの移動手段（乗り物）が何か、デバイス１０のユーザの移動手段（乗り物）の混
雑度、などの少なくとも１つに基づいて、当該デバイス１０のユーザの広告の視聴態度（
上述のように、注目度、視聴質などと呼ばれてもよい）を特定してもよい。
【０１４３】
　これにより、ある移動手段を用いているユーザは広告の視聴態度が良い／悪いなどの判
断を容易に行うことができ、広告の効果の評価を好適に行うことができる。
【０１４４】
（機器の構成）
　図１０は、一実施形態に係るデバイスの機能構成の一例を示す図である。本例に示すよ
うに、デバイス１０は、制御部１１０と、記憶部１２０と、通信部１３０と、入力部１４
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０と、出力部１５０と、を有する。なお、図１０では、本実施形態における特徴部分の機
能ブロックを主に示しており、デバイス１０は、他の処理に必要な他の機能ブロックも有
してもよい。また、一部の機能ブロックを含まない構成としてもよい。
【０１４５】
　制御部１１０は、デバイス１０の制御を実施する。制御部１１０は、本開示に係る技術
分野での共通認識に基づいて説明されるコントローラ、制御回路又は制御装置により構成
することができる。
【０１４６】
　記憶部１２０は、デバイス１０において利用する情報を記憶（保持）する。記憶部１２
０は、例えば、本開示に係る技術分野での共通認識に基づいて説明されるメモリ、ストレ
ージ、記憶装置などにより構成することができる。
【０１４７】
　通信部１３０は、ネットワークを介した他の通信デバイス（装置２０、判定装置３０な
ど）との通信を行う。通信部１３は、受信した種々の情報を制御部１１０に出力してもよ
い。
【０１４８】
　通信部１３０は、本開示に係る技術分野での共通認識に基づいて説明されるトランスミ
ッター／レシーバー、送受信回路又は送受信装置により構成することができる。なお、通
信部１３０は、送信部及び受信部から構成されてもよい。
【０１４９】
　入力部１４０は、ユーザからの操作により入力を受け付ける。また、入力部１４０は、
所定の機器、記憶媒体などと接続され、データの入力を受け付けてもよい。入力部１４０
は、入力結果を例えば制御部１１０に出力してもよい。
【０１５０】
　入力部１４０は、本開示に係る技術分野での共通認識に基づいて説明されるキーボード
、マウス、ボタンなどの入力装置、入出力端子、入出力回路などにより構成することがで
きる。また、入力部１４０は、表示部と一体となった構成（例えば、タッチパネル）とし
てもよい。
【０１５１】
　出力部１５０は、ユーザに対して知覚できる形式でデータ、コンテンツなどの出力を行
う。例えば、出力部１５０は、画像を表示する表示部、音声を出力する音声出力部などを
含んで構成されてもよい。
【０１５２】
　表示部は、例えば、本開示に係る技術分野での共通認識に基づいて説明されるディスプ
レイ、モニタなどの表示装置により構成することができる。また、音声出力部は、本開示
に係る技術分野での共通認識に基づいて説明されるスピーカーなどの出力装置により構成
することができる。
【０１５３】
　出力部１５０は、例えば、本開示に係る技術分野での共通認識に基づいて説明される演
算器、演算回路、演算装置、プレイヤー、画像／映像／音声処理回路、画像／映像／音声
処理装置、アンプなどを含んで構成することができる。
【０１５４】
　なお、制御部１１０は、デバイス１０の位置情報の記録を管理してもよい。制御部１１
０は、デバイス１０の位置情報、装置２０の近傍にデバイス１０が存在することを特定す
るための情報などの、通信部１３０を用いた判定装置３０に対する送信を制御してもよい
。通信部１３０は、インターネットラジオなどを受信してもよい。
【０１５５】
　装置２０、判定装置３０などについても、図１０と同様の構成を有してもよい。当業者
であれば、図１０の説明におけるデバイス１０関連の記載を、適宜読み替えて理解できる
。
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【０１５６】
　以下、いくつかの部について例示的に説明する。なお、図１０の各機能ブロックに対応
する各装置の符号は、各装置を示す符号の最初の一桁の数字（例えば、装置２０であれば
「２０」の最初の一桁の「２」）を図１０の最初の一桁の数字に適用して表す。
【０１５７】
　装置２０の制御部２１０は、当該装置２０に対応するログを取得、記録又は収集し、通
信部２３０を用いて判定装置３０に送信する制御を行ってもよい。
【０１５８】
　判定装置３０の通信部３３０は、所定の装置（装置２０）のログを取得してもよい。ま
た、判定装置３０の制御部３１０は、所定の期間において当該所定の装置の近傍にデバイ
ス（デバイス１０）が存在するか否かを判定し、存在する場合には当該所定の期間中の前
記所定の装置のログを当該デバイスに関連付けてもよい。
【０１５９】
　制御部３１０は、前記所定の装置の近傍に前記デバイスが存在しないと判定される不在
期間において、前記デバイスのユーザとOut　Of　Home（ＯＯＨ）広告との接触を判定し
てもよい。
【０１６０】
　制御部３１０は、前記不在期間において、前記デバイスの位置情報が広告接触領域内に
ある場合、前記デバイスのユーザが当該広告接触領域内の広告と接触したと判定してもよ
い。
【０１６１】
　制御部３１０は、前記不在期間において、前記デバイスの位置情報がある路線に対応す
る広告接触領域に入ったユーザは、当該路線の移動体内で提供される広告と接触したと判
定してもよい。
【０１６２】
　制御部３１０は、前記移動体内にユーザが乗った時間帯及び前記移動体内のユーザの位
置に基づいて、前記移動体内で当該ユーザが接触した広告を判定してもよい。
【０１６３】
　制御部３１０は、前記移動体内の混雑状況に基づいて、前記移動体内のユーザの位置に
おいてある広告が視認可能か否かを判定してもよい。
【０１６４】
　制御部３１０は、前記所定の装置のログ及び前記ＯＯＨ広告との接触の判定結果の少な
くとも一方に基づいて、前記デバイスのユーザが前記デバイスを用いてインターネットラ
ジオを聴取しながら行っている行動（「ながら行動」）を特定してもよい。
【０１６５】
　制御部３１０は、前記インターネットラジオを聴取しながら行っている行動の、広告効
果を示す指標（例えば、ＫＰＩ）に対する寄与度を算出してもよい。
【０１６６】
（ハードウェア構成）
　なお、上記実施形態の説明に用いたブロック図は、機能単位のブロックを示している。
これらの機能ブロック（構成部）は、ハードウェア及び／又はソフトウェアの任意の組み
合わせによって実現される。また、各機能ブロックの実現手段は特に限定されない。すな
わち、各機能ブロックは、物理的に結合した１つの装置により実現されてもよいし、物理
的に分離した２つ以上の装置を有線又は無線によって接続し、これら複数の装置により実
現されてもよい。
【０１６７】
　例えば、本開示の一実施形態における装置（判定装置３０など）は、本開示の広告接触
判定方法の処理を行うコンピュータとして機能してもよい。図１１は、一実施形態に係る
デバイスなどのハードウェア構成の一例を示す図である。上述のデバイス１０、装置２０
、判定装置３０などは、物理的には、プロセッサ１００１、メモリ１００２、ストレージ
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１００３、通信装置１００４、入力装置１００５、出力装置１００６、バス１００７など
を含むコンピュータ装置として構成されてもよい。
【０１６８】
　なお、本開示において、装置、回路、デバイス、ユニット、サーバなどは、互いに読み
替えることができる。デバイス１０、装置２０、判定装置３０などのハードウェア構成は
、図に示した各装置を１つ又は複数含むように構成されてもよいし、一部の装置を含まず
に構成されてもよい。
【０１６９】
　例えば、プロセッサ１００１は１つだけ図示されているが、複数のプロセッサがあって
もよい。また、処理は、１のプロセッサによって実行されてもよいし、処理が同時に、逐
次に、又はその他の手法を用いて、２以上のプロセッサによって実行されてもよい。なお
、プロセッサ１００１は、１以上のチップによって実装されてもよい。
【０１７０】
　各装置における機能は、プロセッサ１００１、メモリ１００２などのハードウェア上に
所定のソフトウェア（プログラム）を読み込ませることによって、プロセッサ１００１が
演算を行い、通信装置１００４による通信、メモリ１００２及びストレージ１００３にお
けるデータの読み出し及び／又は書き込みなどを制御することによって実現されてもよい
。
【０１７１】
　プロセッサ１００１は、例えば、オペレーティングシステムを動作させてコンピュータ
全体を制御する。プロセッサ１００１は、周辺装置とのインターフェース、制御装置、演
算装置、レジスタなどを含む中央処理装置（ＣＰＵ：Central　Processing　Unit）によ
って構成されてもよい。なお、上述の制御部１１０などの各部は、プロセッサ１００１に
よって実現されてもよい。
【０１７２】
　また、プロセッサ１００１は、プログラム（プログラムコード）、ソフトウェアモジュ
ール、データなどを、ストレージ１００３及び通信装置１００４の少なくとも一方からメ
モリ１００２に読み出し、これらに従って各種の処理を実行する。プログラムとしては、
上述の実施形態において説明した動作の少なくとも一部をコンピュータに実行させるプロ
グラムが用いられる。例えば、制御部１１０は、メモリ１００２に格納され、プロセッサ
１００１において動作する制御プログラムによって実現されてもよく、他の機能ブロック
についても同様に実現されてもよい。
【０１７３】
　メモリ１００２は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、ＲＯＭ（Re
ad　Only　Memory）、ＥＰＲＯＭ（Erasable　Programmable　ROM）、ＥＥＰＲＯＭ（Ele
ctrically　EPROM）、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）、その他の適切な記憶媒体の少
なくとも１つによって構成されてもよい。メモリ１００２は、レジスタ、キャッシュ、メ
インメモリ（主記憶装置）などと呼ばれてもよい。メモリ１００２は、一実施形態に係る
方法を実施するために実行可能なプログラム（プログラムコード）、ソフトウェアモジュ
ールなどを保存することができる。
【０１７４】
　ストレージ１００３は、コンピュータ読み取り可能な記録媒体であり、例えば、フレキ
シブルディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、光磁気ディスク（例えば、コンパク
トディスク（ＣＤ－ＲＯＭ（Compact　Disc　ROM）など）、デジタル多用途ディスク、Ｂ
ｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク）、リムーバブルディスク、ハードディスクドライブ
、スマートカード、フラッシュメモリデバイス（例えば、カード、スティック、キードラ
イブ）、磁気ストライプ、データベース、サーバ、その他の適切な記憶媒体の少なくとも
１つによって構成されてもよい。ストレージ１００３は、補助記憶装置と呼ばれてもよい
。なお、上述の記憶部１２０は、メモリ１００２及び／又はストレージ１００３によって
実現されてもよい。
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【０１７５】
　通信装置１００４は、有線ネットワーク及び無線ネットワークの少なくとも一方を介し
てコンピュータ間の通信を行うためのハードウェア（送受信デバイス）であり、例えばネ
ットワークデバイス、ネットワークコントローラ、ネットワークカード、通信モジュール
などともいう。通信装置１００４は、ＳＩＭカードを含んでもよい。なお、上述の通信部
１３０は、通信装置１００４によって実現されてもよい。
【０１７６】
　入力装置１００５は、外部からの入力を受け付ける入力デバイス（例えば、キーボード
、マウスなど）である。出力装置１００６は、外部への出力を実施する出力デバイス（例
えば、ディスプレイ、スピーカーなど）である。なお、入力装置１００５及び出力装置１
００６は、一体となった構成（例えば、タッチパネル）であってもよい。なお、上述の入
力部１４０及び出力部１５０は、それぞれ入力装置１００５及び出力装置１００６によっ
て実現されてもよい。
【０１７７】
　また、プロセッサ１００１、メモリ１００２などの各装置は、情報を通信するためのバ
ス１００８によって接続される。バス１００７は、単一のバスによって構成されてもよい
し、装置間で異なるバスで構成されてもよい。
【０１７８】
　また、デバイス１０などは、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：
Digital　Signal　Processor）、ＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　Circu
it）、ＰＬＤ（Programmable　Logic　Device）、ＦＰＧＡ（Field　Programmable　Gate
　Array）などのハードウェアを含んで構成されてもよく、当該ハードウェアにより、各
機能ブロックの一部又は全てが実現されてもよい。例えば、プロセッサ１００１は、これ
らのハードウェアの少なくとも１つで実装されてもよい。
【０１７９】
（変形例）
　なお、本開示において説明した用語及び／又は本開示の理解に必要な用語については、
同一の又は類似する意味を有する用語と置き換えてもよい。
【０１８０】
　本開示において説明した情報、パラメータなどは、絶対値を用いて表されてもよいし、
所定の値からの相対値を用いて表されてもよいし、対応する別の情報を用いて表されても
よい。また、本開示においてパラメータなどに使用する名称は、いかなる点においても限
定的なものではない。
【０１８１】
　本開示において説明した情報、信号などは、様々な異なる技術のいずれかを使用して表
されてもよい。例えば、上記の説明全体に渡って言及され得るデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル、チップなどは、電圧、電流、電磁波、磁界若しくは磁性
粒子、光場若しくは光子、又はこれらの任意の組み合わせによって表されてもよい。
【０１８２】
　情報、信号などは、複数のネットワークノードを介して入出力されてもよい。入出力さ
れた情報、信号などは、特定の場所（例えば、メモリ）に保存されてもよいし、テーブル
を用いて管理してもよい。入出力される情報、信号などは、上書き、更新又は追記をされ
得る。出力された情報、信号などは、削除されてもよい。入力された情報、信号などは、
他の装置へ送信されてもよい。
【０１８３】
　また、所定の情報の通知（例えば、「Ｘであること」の通知）は、明示的な通知に限ら
れず、暗示的に（例えば、当該所定の情報の通知を行わないことによって又は別の情報の
通知によって）行われてもよい。
【０１８４】
　ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
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ードウェア記述言語と呼ばれるか、他の名称で呼ばれるかを問わず、命令、命令セット、
コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウ
ェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッ
ケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、手
順、機能などを意味するよう広く解釈されるべきである。
【０１８５】
　また、ソフトウェア、命令、情報などは、伝送媒体を介して送受信されてもよい。例え
ば、ソフトウェアが、有線技術（同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者回線（ＤＳＬ：Digital　Subscriber　Line）など）及び無線技術（赤外線
、マイクロ波など）の少なくとも一方を使用してウェブサイト、サーバ、又は他のリモー
トソースから送信される場合、これらの有線技術及び無線技術の少なくとも一方は、伝送
媒体の定義内に含まれる。
【０１８６】
　本開示において使用する「システム」及び「ネットワーク」という用語は、互換的に使
用され得る。
【０１８７】
　本開示において説明した各態様／実施形態は単独で用いてもよいし、組み合わせて用い
てもよいし、実行に伴って切り替えて用いてもよい。また、本開示において説明した各態
様／実施形態の処理手順、シーケンス、フローチャートなどは、矛盾の無い限り、順序を
入れ替えてもよい。例えば、本開示において説明した方法については、例示的な順序を用
いて様々なステップの要素を提示しており、提示した特定の順序に限定されない。
【０１８８】
　本開示において使用する「に基づいて」という記載は、別段に明記されていない限り、
「のみに基づいて」を意味しない。言い換えれば、「に基づいて」という記載は、「のみ
に基づいて」と「に少なくとも基づいて」の両方を意味する。
【０１８９】
　本開示において使用する「第１の」、「第２の」などの呼称を使用した要素へのいかな
る参照も、それらの要素の量又は順序を全般的に限定しない。これらの呼称は、２つ以上
の要素間を区別する便利な方法として本開示において使用され得る。したがって、第１及
び第２の要素の参照は、２つの要素のみが採用され得ること又は何らかの形で第１の要素
が第２の要素に先行しなければならないことを意味しない。
【０１９０】
　本開示において、「含む（include）」、「含んでいる（including）」及びこれらの変
形が使用されている場合、これらの用語は、用語「備える（comprising）」と同様に、包
括的であることが意図される。さらに、本開示において使用されている用語「又は（or）
」は、排他的論理和ではないことが意図される。
【０１９１】
　本開示において、例えば、英語でのa,　an及びtheのように、翻訳によって冠詞が追加
された場合、本開示は、これらの冠詞の後に続く名詞が複数形であることを含んでもよい
。
【０１９２】
　以上、本開示に係る発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、本開示に係る
発明が本開示中に説明した実施形態に限定されないということは明らかである。本開示に
係る発明は、特許請求の範囲の記載に基づいて定まる発明の趣旨及び範囲を逸脱すること
なく修正及び変更態様として実施することができる。したがって、本開示の記載は、例示
説明を目的とし、本開示に係る発明に対して何ら制限的な意味をもたらさない。
【要約】
【課題】ユーザと広告との接触を好適に判定すること。
【解決手段】本開示の一態様に係る広告接触判定システムは、所定の装置のログを取得す
る通信部と、所定の期間において当該所定の装置の近傍にデバイスが存在するか否かを判
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定し、存在する場合には当該所定の期間中の前記所定の装置のログを当該デバイスに関連
付ける制御部と、を有することを特徴とする。
【選択図】図２

【図１】 【図２】
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